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仏全1991年11月1日

門
川
良
純
理
事
長
名
で
提
出

　
本
会
は
、
九
月
十
九
日
付
け
で
、
左
記
の
「
要
望

書
」
を
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
、
全
国
組
織
委
員

会
あ
て
に
提
出
し
た
。
こ
れ
は
去
る
九
月
十
七
日
の

本
会
税
務
委
員
会
で
内
容
が
検
討
さ
れ
、
白
川
理
事

長
名
で
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
要
望
　
書

　
平
成
四
年
度
税
制
改
正
の
審
議
に
あ
た
り
、
本
会

は
左
記
の
点
を
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

【
要
望
事
項
】

　
　
e
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事
業
の
範
囲
の
不
拡

　
　
　
大

　
　
口
公
益
法
人
の
営
む
収
益
事
業
に
対
す
る
法
人

　
　
　
税
率
の
引
き
下
げ

　
　
日
公
益
法
人
の
預
貯
金
等
よ
り
生
ず
る
果
実
に

　
　
　
対
す
る
非
課
税
制
度
の
堅
持

【
理
　
　
由
】

　
宗
教
法
人
が
本
来
、
人
心
の
安
定
を
は
か
り
、
教

育
、
文
化
、
社
会
福
祉
、
そ
の
他
公
益
の
増
進
に
寄

与
す
る
こ
と
は
、
宗
教
が
人
間
の
心
の
救
い
の
構
造

と
し
て
存
在
す
る
以
上
、
当
然
の
帰
結
で
ご
ざ
い
ま

す
。　
宗
教
法
人
法
第
六
条
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
宗
教

法
人
が
営
む
収
益
事
業
は
、
本
来
営
利
を
目
的
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
活
動
を
円
滑
な
ら
し
め
る

た
め
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
る
に
、
宗
教
法
人
へ
の
課
税
強
化
は
、
そ
の

活
動
を
縮
小
さ
せ
、
宗
教
の
も
た
ち
す
精
神
文
化
の

高
揚
に
著
し
い
支
障
を
き
た
す
と
共
に
、
宗
教
そ
の

も
の
の
存
在
す
ち
危
う
く
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

　
も
と
よ
り
、
国
家
財
政
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
宗

教
法
人
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
「
税

制
改
正
」
の
名
の
も
と
に
、
国
家
権
力
が
憲
法
に
保

証
さ
れ
て
い
る
「
信
教
の
自
由
」
、
「
政
教
分
離
」
の

原
則
を
脅
か
す
こ
と
を
懸
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
税
制
改
正
に
は
、
宗
教
者
と
し
て
絶
対
に

容
認
で
き
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
宗
教
法
人
の
特
性
及
び
歴
史
的
慣
習
を
十
分
斜
酌

さ
れ
、
ご
審
議
下
さ
い
ま
す
よ
う
せ
つ
に
要
望
申
し

上
げ
ま
す
。

　
第
二
回
税
務
委
員
会

　
第
二
回
税
務
委
員
会
が
、
去
る
九
月
十
七
日
午
後

一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
左
記

の
事
項
が
審
議
さ
れ
た
。

1
、
委
員
変
更
並
び
に
委
員
長
選
出
の
件

　
委
員
と
し
て
、
三
宅
心
髄
（
曹
洞
宗
）
、
柱
松
青

轡
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
）
、
寺
澤
當
三
（
真
宗
大

谷
派
）
、
安
芸
昌
憲
（
高
野
山
真
言
宗
）
の
四
師
が

就
任
し
た
。
委
員
長
に
柱
松
師
が
選
出
さ
れ
た
。

　
2
、
「
税
制
改
正
に
対
す
る
要
望
書
」
の
件

　
本
年
も
、
例
年
通
り
「
税
制
改
正
に
対
す
る
要
望

書
」
を
提
出
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
3
、
法
人
運
営
に
つ
い
て

　
前
回
の
委
員
会
で
検
討
さ
れ
た
次
の
二
項
目
に
つ

い
て
、
再
検
討
さ
れ
た
。

①
創
価
学
会
等
の
修
正
申
告
に
つ
い
て

②
宗
教
法
人
と
し
て
、
消
費
税
法
適
用
上
の
要
望
事

項
に
つ
い
て

一
九
九
二
年
版

申
込
み
受
付
け
中

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、
「
全

仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お
早
め
に
。

内
容

申定サ
込　 イ
先価ズ

三
帰
依
文
、
四
五
誓
願
、
宗
門
聖
日
、

加
盟
団
体
役
員
住
所
録
そ
の
他

9
×
1
4
α
m

七
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
「
耐
湿
手
帳
係
」
係
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章
十
四
回
「
業
・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会

　　

@
浄
土
宗
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
浄
土
宗
同
和
推
進
事
務
局
参
与
蓮
池
旭

　
本
会
の
同
和
委
員
会
が
主
催
す
る
、
第
十
四
回
「
業

・
栴
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会
が
、
去
る
九
月

九
日
午
後
一
時
か
ら
、
真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所
会
議

室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
浄
土
宗
同
和
推
進
事
務
局
参
与
・
蓮
池
瑞
旭
、
真

言
宗
智
山
派
同
和
推
進
本
部
事
務
局
長
・
旭
照
雅
の

両
師
が
発
表
を
行
っ
た
。

　
蓮
池
師
は
「
浄
土
宗
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
の
テ
ー
マ
で
、
要
旨
つ
ぎ
の
よ
う
な
発
表
を
行

っ
た
。

　
　
　
　
　
（
悪
目
の
発
表
は
次
号
に
掲
載
予
定
）蓮池　瑞旭師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑞

　
1
、
浄
土
宗
同
和
推
進
事
務
局

　
昭
和
五
十
六
年
に
設
置
さ
れ
る
。
局
長
に
は
社
会

局
長
が
兼
任
、
参
与
一
名
、
課
長
二
名
、
係
長
二
名
、

東
京
事
務
所
員
一
名
の
合
計
濫
発
で
構
成
さ
れ
て
い

る
。　
2
、
同
和
推
進
審
議
会

　
年
間
四
回
開
催
さ
れ
、
宗
議
会
議
員
曲
名
、
宗
務

総
長
簡
選
十
六
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
3
、
教
区
同
和
推
進
委
員
会

　
五
年
前
に
設
置
さ
れ
、
一
教
区
十
三
～
十
五
名
の

委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
四
十
七
教
区
に
設

置
。　
4
、
専
門
委
員

　
審
議
会
の
中
に
専
門
委
員
を
お
き
、
特
定
事
項
の

調
査
研
究
を
行
う
。
審
議
会
の
正
・
副
委
員
長
、
仏

教
大
学
か
ら
芸
名
、
大
正
大
学
か
ら
三
名
の
合
計
入

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
「
業
・
旛

陀
羅
問
題
」
を
研
究
し
、
『
阿
含
経
』
に
お
け
る
「
聴

器
羅
」
の
文
言
の
抽
出
作
業
を
行
っ
て
い
る
。
他
の

テ
ー
マ
が
起
こ
れ
ば
解
散
し
、
他
の
メ
ン
バ
ー
と
代

わ
る
。

　
5
、
同
和
問
題
指
導
者
養
成
講
座

　
各
教
区
二
名
の
定
員
で
、
九
十
四
名
が
受
講
。
な

る
べ
く
若
い
人
を
対
象
と
す
る
た
め
、
年
令
制
限
を

上
限
四
十
才
と
す
る
。
同
一
人
が
九
講
座
を
受
講
、

三
ヶ
年
で
修
了
。
す
で
に
終
了
し
た
。

　
6
、
同
和
問
題
講
師
養
成
講
座

　
国
入
数
制
で
研
修
内
容
を
濃
密
に
す
る
た
め
に
、

全
国
の
入
セ
ン
タ
ー
（
数
教
区
が
集
ま
っ
て
一
セ
ン

タ
ー
を
構
成
）
か
ら
各
二
名
を
定
員
と
す
る
。
同
一

人
が
十
二
講
座
を
受
講
、
三
ケ
年
で
修
了
。
明
年
で

終
了
す
る
。

　
7
、
浄
土
宗
教
学
高
等
講
習
会
に
同
和
問
題
の
研

　
　
修
の
設
定

　
8
、
教
区
普
通
講
習
会
に
同
和
問
題
研
修
の
設
置

　
9
、
寺
庭
婦
人
中
央
、
地
区
研
修
会
に
同
和
問
題
　
　
ト

　
　
研
修
の
設
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

　
1
0
、
本
領
教
師
養
成
教
科
に
同
和
教
育
概
論
を
加

　
　
え
必
修
教
科
と
設
定

　
仏
教
大
学
、
大
正
大
学
、
少
僧
都
養
成
講
座
、
律

師
養
成
講
座
（
寺
庭
婦
人
が
対
象
）
等
の
教
師
養
成

教
科
で
同
和
教
育
概
論
を
加
え
、
必
修
教
科
と
し
た
。

　
1
1
、
そ
の
他

　
布
教
師
研
修
会
、
詠
唱
研
修
会
、
文
書
伝
道
会
議

等
に
お
い
て
同
和
問
題
研
修
を
行
う
。

　
最
後
に
蓮
池
師
は
、
審
議
会
等
に
お
い
て
「
業
・

旛
陀
羅
問
題
」
に
方
向
を
見
定
め
、
積
極
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
と
、

話
を
締
め
く
く
っ
た
。

一うr邑
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福田雅子氏

が講演
「風よ陽よ墓標に」

京都グランドホテルで開催された研修会

　
加
盟
団
体
代
表
者
同
和
研
修
会
が
、
去
る
九
月
三

十
日
午
後
一
時
か
ら
、
各
宗
の
宗
務
総
長
、
県
仏
の

会
長
等
、
約
百
人
の
参
加
者
を
集
め
て
、
京
都
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
最
初
に
三
帰
依
文
唱
和
、
つ
づ
い
て
白
川
理
事
長

よ
り
開
会
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
研
修
会
は
、
同
和
委
員
会
副
委
員
長
・
伊
東
俊
彦

師
の
委
三
会
報
告
（
「
差
別
墓
石
の
改
正
に
関
し

て
」
）
で
始
ま
り
、
N
H
K
大
阪
放
送
局
が
制
作
し

た
番
組
「
風
よ
陽
よ
墓
標
に
」
の
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
た
。

　
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
こ
の
ビ
デ
オ
の
制
作
に
当
た

っ
た
福
田
雅
子
氏
（
N
H
K
大
阪
放
送
局
制
作
部
チ

ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
N
H
K
解
説
委
員
）
が
「
人

間
解
放
と
宗
教
の
課
題
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
講
　
　
↑

演
を
行
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
福
田
氏
は
、
上
映
さ
れ
た
ビ
デ
オ
の
解
説
を
通
し

て
、
部
落
差
別
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
を
、

要
旨
以
下
の
よ
う
に
語
っ
た
。
（
な
お
、
こ
の
作
品

は
8
8
地
方
の
時
代
映
像
祭
大
賞
を
受
賞
し
て
い
る
）

　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
※

　
長
野
県
に
は
、
誰
で
も
入
れ
る
公
園
墓
地
の
中
に
、

た
く
さ
ん
の
差
別
戒
名
の
刻
ま
れ
た
墓
石
が
残
っ
て

い
ま
す
。
部
落
差
別
に
対
す
る
熱
心
な
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
差
別
戒
名
に
対
す
る
関
心
も

高
ま
っ
て
お
り
、
見
学
に
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
差
別
戒
名
を
抱
え
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
、
大
変
な
苦
痛
で
す
。
見
学
者
の
中
に

噌
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は
、
墓
石
の
拓
本
ま
で
取
っ
て
い
く
人
が
い
ま
す
。

そ
こ
で
望
月
町
で
は
、
現
地
の
方
々
に
立
ち
会
っ
て

い
た
だ
い
て
撮
影
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
が

先
ほ
ど
の
貴
重
な
フ
ィ
ル
ム
で
す
。

　
埼
玉
県
で
は
、
当
時
、
半
紙
を
差
別
戒
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る
過
去
帳
の
上
に
張
り
つ
け
る
と
い
う
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
や
り
方
に

疑
問
を
感
じ
て
い
た
若
い
住
職
さ
ん
が
、
撮
影
に
協

力
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
や
り
方
で
は
、
日
の
光

に
照
ら
す
と
、
中
が
読
め
て
し
ま
う
わ
け
で
す
。

　
私
自
身
は
、
大
阪
市
内
の
南
で
生
ま
れ
育
ち
、
小

学
校
に
は
、
同
和
地
区
の
友
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
人
た
ち
が
、
今
話
し
て
く
れ
る
の
で

す
が
、
食
べ
る
に
も
苦
し
い
生
活
の
中
で
、
お
寺
に

だ
け
は
お
金
を
持
っ
て
行
っ
た
、
自
分
た
ち
の
学
用

品
を
買
う
お
金
も
無
い
の
に
、
何
故
、
お
寺
に
お
金

を
持
っ
て
行
く
の
か
親
を
責
め
た
そ
う
で
す
。
当
時

は
皆
、
差
別
か
ら
死
後
に
は
解
放
さ
れ
る
と
い
う
思

い
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
し
か
救
わ
れ
る
道
が
な
か雅子氏福田

つ
た
の
で
す
。

　
取
材
し
て
も
放
送
で
き
な
か
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

岡
山
県
の
あ
る
お
寺
で
、
若
い
ご
住
職
が
「
あ
な
た

方
の
親
や
祖
父
祖
母
か
ら
、
爪
に
火
を
と
も
す
よ
う

な
浄
財
を
い
た
だ
い
て
き
た
こ
の
寺
は
、
穣
寺
だ
っ

た
、
私
の
親
は
本
山
で
直
接
、
得
度
さ
せ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
、
初
め
て
話
さ
れ
た
時

の
ケ
ー
ス
で
す
。

　
こ
の
寺
は
、
た
ま
た
ま
同
和
地
区
の
外
へ
移
転
し

て
い
た
た
め
、
現
在
の
ご
住
職
は
、
か
な
り
後
に
な

る
ま
で
、
は
っ
き
り
知
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
時
の
模
様
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
サ
ー
と
場

所
全
体
が
静
ま
り
返
っ
て
、
五
十
歳
過
ぎ
の
男
の
人

の
拳
が
、
震
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
黙
っ
て
涙
を

流
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

　
そ
の
情
景
こ
そ
、
宗
教
と
差
別
を
現
わ
す
大
事
な

映
像
だ
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
積
寺
と
い
う
歴
史
を

話
し
た
時
の
、
皆
さ
ん
の
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
が
大

変
辛
い
、
と
ご
住
職
は
い
う
。
そ
し
て
、
穣
寺
と
い

う
言
葉
は
、
落
し
て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ

う
い
う
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
今
回
は
放
送
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

っ
て
、
あ
の
番
組
は
作
ら
れ
た
の
で
す
。

　
差
別
戒
名
は
、
何
か
過
去
の
こ
と
の
よ
う
に
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
差
別
戒
名
が
つ
け
ら
れ
始
め
た
時

期
は
、
政
治
的
な
差
別
が
強
化
さ
れ
る
、
少
し
以
前

の
時
期
で
す
。
，
宗
教
が
差
別
の
中
で
担
っ
て
き
た
歴

史
、
先
行
し
て
そ
れ
を
行
っ
て
き
た
歴
史
が
、
今
に

つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
差
別
か
ら
逃
れ
よ
う
、
救
わ
れ

よ
う
と
す
る
人
た
ち
が
、
信
仰
の
中
に
あ
る
、
と
い

う
こ
と
と
の
関
係
を
、
今
、
生
き
て
い
る
人
と
ど
う

位
置
づ
け
る
か
、
そ
れ
が
重
要
で
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
取
材
の
中
で
、
差
別
戒
名
の
歴
史

の
他
に
、
「
風
よ
陽
よ
墓
標
に
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

を
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
差
別
の
中
に
生
き
て

い
る
人
た
ち
の
、
生
活
や
命
に
対
す
る
思
い
も
、
伝
え

た
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
で
す
。

　
差
別
さ
れ
て
き
た
人
た
ち
が
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

生
き
て
き
た
か
と
い
う
文
化
を
発
掘
し
な
が
ら
、
差

別
さ
れ
た
側
が
提
起
し
て
こ
ら
れ
る
、
人
間
へ
の
思
　
　
ト

い
だ
と
か
、
文
化
へ
の
提
言
だ
と
か
、
そ
う
い
う
こ
　
　
一

と
が
聞
こ
え
て
く
る
こ
と
を
、
大
事
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
マ
ス
コ
ミ
の
立
場
で
、
差
別
と
い
う
問

題
を
報
道
す
る
時
、
差
別
の
き
び
し
さ
を
伝
え
る
だ

け
で
な
く
、
そ
の
こ
と
を
共
に
乗
り
越
え
て
い
く
こ

と
で
、
互
い
に
尊
敬
し
合
う
関
係
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を
基
盤
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
は
ま
さ
し
く
水
平
社
宣
言
の
中
に
あ
る
、
「
人

間
は
、
い
た
わ
り
や
同
情
に
よ
っ
て
、
理
解
さ
れ
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
重
要
な
精
神
と
同
じ
だ
と

思
い
ま
す
。
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脳
死
臨
調
「
中
間
意
見
」
の
問
題
点
②

脳
死
臨
調
参
与

　
前
号
に
つ
づ
き
、
『
「
脳
死
・
臓
器
移
植
」
問
題
に

関
す
る
研
究
会
レ
ポ
ー
ト
』
と
し
て
、
脳
死
臨
調
参

与
の
光
石
忠
敬
氏
（
昭
和
大
学
講
師
・
弁
護
士
）
が

行
っ
た
報
告
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※
　
　
　
※

　
私
は
「
脳
死
」
と
い
う
こ
と
ば
を
、
非
常
に
穿
っ

て
か
か
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
ば
を
使
う
こ
と
自
体

に
反
対
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
脳
の
最
末
期
状
態
」

と
呼
び
た
い
の
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
状
態
か
ら
、

そ
の
人
の
心
臓
を
え
ぐ
り
取
っ
て
、
他
者
に
移
植
し

て
良
い
の
か
と
い
う
問
題
を
議
論
す
る
者
は
、
ま
ず

　　　嗣づ馨

　光石忠敬氏

光
　
石
　
忠
　
敬

自
分
及
び
自
分
の
家
族
が
、
そ
う
い
う
状
態
に
な
っ

た
時
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
事
を
明
確
に
す
る
事
が

必
要
で
あ
る
。
も
し
な
に
が
し
か
の
疑
問
や
不
安
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
漏
れ
な
く
記
述
し
て
、
そ
の
正
体

を
明
ら
か
に
し
た
上
で
は
じ
め
て
、
論
ず
る
道
徳
上

の
資
格
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
し
た
が

っ
て
、
脳
死
は
「
人
の
死
」
か
と
い
う
、
い
か
に
も

他
人
事
で
議
論
を
す
る
事
に
は
反
対
で
あ
る
。

　
今
の
段
階
で
は
、
肝
腎
の
医
学
界
の
大
半
が
沈
黙

を
し
て
い
る
。
意
見
表
明
を
し
て
い
る
の
は
、
移
植

に
関
連
す
る
胸
部
外
科
学
会
等
で
、
心
臓
を
提
供
す

る
側
の
脳
外
科
、
神
経
内
科
、
麻
酔
救
急
医
療
学
会

等
が
、
沈
黙
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
む
し
ろ
賛
成

意
見
を
出
し
て
い
る
の
は
法
医
学
会
で
、
精
神
神
経

学
会
は
学
会
の
最
終
レ
ベ
ル
の
意
見
と
し
て
、
反
対

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
「
中
間
意
見
」
等
で
社
会
的
合
意
と
い
う
の
は
、

医
学
界
の
合
意
は
取
り
付
け
た
、
後
は
社
会
の
皆
さ

ん
が
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
か
の
ご
と

き
問
い
の
立
て
方
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

啄
「
．
一
ず

ぐ

医
学
会
が
今
ま
で
の
よ
う
に
外
国
に
視
察
に
行
か
な

く
と
心
、
日
本
で
す
で
に
い
く
つ
も
の
人
権
等
が
問

わ
れ
た
具
体
的
な
事
件
が
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の
に

一
番
関
係
の
あ
る
は
ず
の
脳
外
科
、
神
経
内
科
等
の

学
会
が
、
検
討
す
ち
し
な
い
と
い
う
事
に
憤
り
を
感

じ
る
。

　
私
は
こ
と
ば
の
問
題
と
し
て
、
「
脳
死
」
と
い
う

こ
と
ば
を
、
「
脳
の
最
末
期
状
態
」
と
呼
び
た
い
。

す
な
わ
ち
、
「
死
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
社
会

で
議
論
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
人
間
が
死
ん
で
い
る
」

と
い
う
事
を
誘
導
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
と
思
う
の
で

あ
る
。

　
そ
し
て
も
う
一
つ
の
意
味
で
、
「
死
」
と
い
う
字

は
解
剖
学
で
は
臓
器
が
だ
め
に
な
る
、
あ
る
い
は
細
　
　
↑

胞
が
だ
め
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
使
う
。
　
　
一

い
わ
ゆ
る
「
脳
死
」
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
時
、
本

当
に
内
的
意
識
は
無
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が

起
き
る
。
つ
ま
り
、
何
か
感
じ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
、

た
だ
そ
れ
を
表
現
で
き
な
い
状
態
と
い
う
も
の
が
有

り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
脳
死
」
と
い

う
こ
と
ば
を
使
う
と
、
臓
器
と
し
て
の
脳
は
死
ん
で

い
る
と
い
う
事
を
誘
導
す
る
こ
と
ば
と
な
る
。

　
ま
た
、
そ
の
こ
と
ば
が
指
し
示
し
て
い
る
中
身
に

も
問
題
が
あ
る
。
専
門
家
が
「
脳
死
」
の
説
明
に
、

脳
が
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
な
っ
て
い
る
状
態
（
オ
ー
ト

リ
シ
ス
）
と
い
う
事
を
使
う
が
、
本
当
に
そ
う
い
う

状
態
か
ど
う
か
と
い
う
事
が
、
問
題
な
の
で
あ
る
。
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す
な
わ
ち
、
オ
ー
ト
リ
シ
ス
が
起
こ
っ
て
い
な
い
状

態
を
も
、
使
う
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。
心
臓
を
え
ぐ

り
取
っ
て
移
植
に
使
う
に
は
、
よ
り
早
い
段
階
で
な

け
れ
ば
う
ま
く
行
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
事
は
、
誰

に
で
も
分
か
る
。
つ
ま
り
オ
ー
ト
リ
シ
ス
が
起
こ
っ

て
い
な
い
状
態
の
人
の
臓
器
が
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と

想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
「
脳
死
」
と
い
う
こ
と
ば
が
指
し

示
し
て
い
る
意
味
内
容
が
、
論
者
に
よ
っ
て
ま
ち
ま

ち
に
用
い
ら
れ
る
と
い
う
、
非
常
に
困
っ
た
議
論
の

状
態
が
あ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
脳
死
状
態
の
臓
器
を
必
要
と
す
る
臓
器

移
植
は
可
能
か
と
い
う
基
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
第

一
に
、
い
わ
ゆ
る
脳
死
状
態
は
人
の
死
か
、
第
二
に
、

こ
の
点
に
つ
き
社
会
的
合
意
が
必
要
か
、
第
三
に
、

社
会
的
合
意
は
で
き
て
い
る
か
、
第
四
に
、
摘
出
で

き
る
か
、
第
五
に
、
移
植
で
き
る
か
、
と
い
う
基
本

的
な
論
点
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
現
段
階
で

対
立
し
て
い
る
考
え
方
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
お
お

よ
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
い
わ
ゆ
る
脳
死
状
態
は
人
間
の
死
で
は
な
く
、
摘

出
、
移
植
は
で
き
な
い
。

②
い
わ
ゆ
る
脳
死
状
態
は
人
間
の
死
で
は
な
い
が
、

厳
格
な
条
件
を
満
た
せ
ば
、
摘
出
、
移
植
は
認
め
ら

れ
る
。

　
お
そ
ら
く
、
「
中
間
意
見
」
中
の
少
数
意
見
の
考

え
方
は
こ
こ
に
あ
る
。

③
い
わ
ゆ
る
脳
死
状
態
を
人
間
の
死
と
す
る
社
会
的

合
意
な
い
し
立
法
が
あ
れ
ば
、
一
定
の
条
件
下
で
、

摘
出
、
移
植
が
で
き
る
が
、
社
会
的
合
意
は
未
だ
で

き
て
い
な
い
。

④
い
わ
ゆ
る
脳
死
状
態
は
人
間
の
死
で
は
な
い
が
、

移
植
特
別
立
法
が
で
き
れ
ば
、
摘
出
、
移
植
が
で
き

る
。⑤
（
考
え
方
は
③
と
同
じ
。
但
し
）
社
会
的
合
意
は

で
き
て
い
る
。

　
こ
れ
が
今
回
の
「
中
間
意
見
」
中
の
多
数
意
見
が

と
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⑥
い
わ
ゆ
る
脳
死
状
態
は
人
間
の
死
と
社
会
的
法
的

に
決
ま
ら
な
く
て
も
、
自
己
決
定
権
の
論
理
に
よ
り
、

摘
出
、
移
植
が
で
き
る
。
社
会
的
合
意
や
立
法
は
必

ず
し
も
必
要
で
な
い
。

⑦
脳
死
は
人
間
の
死
だ
が
、
移
植
を
認
め
る
べ
き
で

な
い
。

⑧
脳
死
は
人
間
の
死
で
あ
り
、
摘
出
、
移
植
が
で
き

る
。　
こ
れ
ら
の
考
え
方
に
は
、
様
々
な
変
形
が
あ
る
し
、

組
み
合
わ
せ
も
あ
る
。

　
「
脳
死
臨
調
」
は
、
超
党
派
の
「
生
命
倫
理
研
究

議
員
連
盟
」
と
「
脳
死
生
命
倫
理
及
び
臓
器
移
植
問

題
に
関
す
る
調
査
会
」
が
提
案
し
た
法
案
で
あ
る
『
臨

調
設
置
法
』
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
臓

器
移
植
が
行
わ
れ
始
め
た
南
ア
フ
リ
カ
等
で
は
、
臓

器
を
提
供
し
た
ド
ナ
ー
は
す
べ
て
黒
人
で
あ
り
、
移

植
を
受
け
た
患
者
は
桁
違
い
の
金
持
ち
が
多
い
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
こ
れ
は
本
当
に
超
党
派
の
問
題

な
の
か
と
い
う
事
に
疑
問
が
あ
る
。

　
「
脳
死
臨
調
」
は
『
時
限
立
法
』
に
則
り
、
二
年

間
の
活
動
後
解
散
さ
れ
、
予
算
額
は
年
間
六
千
七
百

万
円
で
運
営
さ
れ
る
。
こ
れ
に
比
べ
て
「
ア
メ
リ
カ

大
統
領
委
員
会
」
は
（
テ
ー
マ
と
し
て
脳
死
・
臓
器

移
植
に
限
ら
ず
、
遺
伝
子
治
療
の
問
題
等
の
様
々
な

問
題
を
扱
っ
た
違
い
は
あ
る
が
）
、
予
算
は
四
年
間

で
四
百
億
円
と
い
う
国
家
予
算
を
使
っ
て
い
る
。
や

は
り
そ
れ
だ
け
の
国
家
予
算
を
使
っ
て
衆
知
を
集
め

る
と
い
う
意
気
込
み
が
、
両
者
の
違
い
に
見
ら
れ
る
。

　
ま
た
両
者
の
一
番
の
違
い
は
、
「
公
開
」
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「
ア
メ
リ
カ
大
統
領
委
貝
会
」
は
誰
で
　
　
ト

も
出
席
で
き
、
資
料
も
前
も
っ
て
も
ら
え
、
一
般
の
　
　
一

人
が
発
言
で
き
る
時
間
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
一
方

「
脳
死
臨
調
」
は
、
少
し
つ
つ
公
開
の
方
向
に
向
か

っ
て
は
い
る
が
、
『
審
議
だ
よ
り
』
等
で
は
メ
ン
バ

ー
の
固
有
名
詞
は
伏
せ
ら
れ
、
外
か
ら
迎
え
た
ゲ
ス

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
の
名
前
だ
け
が
出
て
い
る
と
い
う
、

大
変
失
礼
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
番
大

事
な
内
部
の
や
り
取
り
を
マ
ス
コ
ミ
に
見
せ
な
い
と

い
う
、
半
端
な
公
開
で
あ
る
事
に
、
違
い
が
あ
る
。

　
最
後
に
光
石
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
「
脳
死
臨
調
」

で
答
申
が
出
て
も
、
も
し
公
開
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、

世
間
は
あ
ま
り
重
視
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

す
る
と
話
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。
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新
宿
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
刊
行
の
『
だ

れ
で
も
で
き
る
お
寺
の
経
理
－
宗
教
法
人
会
計
事
務

入
門
』
は
、
本
年
一
月
に
発
刊
以
来
、
大
変
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

　
今
日
ま
で
、
宗
教
法
人
を
対
象
と
し
た
経
理
の
入

門
書
は
数
多
く
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
多
く
は
記
述
が
専
門
的
す
ぎ
て
難
解
だ
っ
た

り
、
逆
に
簡
略
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
い
ざ
使
お

う
と
し
て
も
役
に
立
た
な
い
も
の
で
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
本
書
は
画
期
的
な
テ
キ
ス
ト
と

な
る
も
の
で
す
。
そ
の
書
名
の
通
り
、
誰
で
も
で
き

る
よ
う
に
、
実
に
わ
か
り
や
す
く
構
成
さ
れ
た
会
計

の
手
引
書
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
書
の
最
大
の
特
徴
は
、
振
替
伝
票
だ
け
を
使
い
、

お
寺
に
出
入
り
す
る
お
金
の
流
れ
を
記
録
し
て
い
く
、

と
い
う
方
法
を
基
本
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。　
本
会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
師
が
中
心
と
な

り
、
一
般
の
ご
住
職
や
寺
族
の
方
々
が
、
正
し
く
伝

票
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
三
重
点
と
し

て
ま
と
め
ら
れ
た
、
こ
の
『
だ
れ
で
も
で
き
る
お
寺

の
経
理
』
こ
そ
、
寺
院
会
計
入
門
書
の
決
定
版
と
い

え
ま
す
。

　
な
お
、
本
書
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
左
記

ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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